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　３月定例会の一般質問は３月２１日に行われ、４名の議員が村政全般にわたり質問

しました。

　質問項目は下記のとおりです。次ページよりやり取りの一部を抜粋して紹介します。

詳細な内容については会議録の公表をお待ちください。

一般質問一般質問

諸
もろおか

岡　正
まさあき

明　議員
所属委員会：総務経済委員会

○下水道未整備地区について
○高橋川の治水対策について

松
まつむら

村　広
ひ ろ し

志　議員
所属委員会：厚生文教委員会

○ SDG ｓの取り組みについて
○交流人口の増加について
○災害対策について

塚
つかもと

本　光
こ う じ

司　議員
所属委員会：厚生文教委員会

○本村、自主防災組織について

林
はやし

　昌
しょうこ

子　議員
所属委員会：総務経済委員会

○ＲＳウイルス感染症ワクチン接種
について

○フッ化物洗口推進事業について
○低出生体重児等の就学猶予又は免

除について
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い
く
。

　
　
　

全
国
的
な
人
口
減
少
の

中
、
地
方
で
は
「
定
住
人
口
」
の

増
加
が
難
し
い
。
交
流
や
関
係
人

口
の
増
加
に
向
け
、
次
を
提
案
す

る
。「
二
地
域
居
住
」
と
「
田
舎

の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
」、さ
ら
に
「
全

国
み
ほ
ち
ゃ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

や
「
縄
文(

陸
平
）」、「
光
と
風

の
丘
公
園
」
の
活
用
等
。

　
　
　（
総
務
部
長
）
各
提
案
に

つ
い
て
は
、
民
間
企
業
へ
の
積
極

的
な
サ
ポ
ー
ト
を
含
め
連
携
と
研

究
を
進
め
て
い
く
。

※
他
に
、
災
害
対
策
と
し
て
「
災

害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
取

り
組
み
、「
災
害
時
の
ト
イ
レ
対

策
と
責
任
の
明
確

化
」「
ト
レ
ー
ラ
ー
型

ト
イ
レ
の
検
討
」
に

つ
い
て
質
問
を
行
っ

た
。

さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
美
浦
村

長
・
稲
敷
市
長
連
名
で
、
連
携
し

た
浸
水
対
策
連
絡
協
議
会
の
設

置
、
流
域
治
水
対
策
の
要
望
書
を

茨
城
県
へ
提
出
。
本
村
議
会
も
同

様
の
要
望
書
を
提
出
し
た
。
地
域

住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り
、
安

全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
国
・
県

の
指
導
支
援
を
仰
ぎ
、
早
急
に
治

水
対
策
の
方
向
性
を
示
す
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
現
在
ま
で
の
進
捗

を
伺
い
た
い
。

　
　
　（
経
済
建
設
部
長
）
県
河
川

課
と
両
市
村
担
当
者
が
協
議
を
行

い
、
流
域
全
体
で
調
整
池
な
ど
の

「
貯
め
る
対
策
」、
河
川
断
面
の
嵩

上
げ
に
よ
る
「
流
す
対
策
」
が
被

害
防
止
軽
減
対
策
と
し
て
挙
げ
ら

れ
た
。
現
在
も
デ
ー
タ
を
精
査
し

て
研
究
を
進
め
て
い
る
段
階
で
す
。

　
　
　

取
り
ま
と
め
は
い
つ
頃
か
。

　
　
　
（
経
済
建
設
部
長
）
令
和

６
年
度
中
に
取
り
ま
と
め
る
予
定

で
す
。

　
　
　

今
年
９
月
に
国
連
で
「
未

来
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
か
れ
る
。
世

界
の
様
々
な
問
題
に
対
応
す
る
た

め
で
あ
る
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ(

持
続

可
能
な
開
発
目
標)

を
推
進
す
る
本
村
で

も
周
知
や
学
校
教
育

等
へ
対
応
は
必
要
で

は
な
い
か
。

　
　
　（
総
務
部
長
）
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

達
成
の
目
標
年
限
は
２
０
３
０
年

で
あ
り
、
今
後
も
教
育
活
動
へ
の

推
進
や
必
要
に
応
じ
た
周
知
を
図

り
た
い
。

　
　
　
「
孤
独
・
孤
立
対
策
」
を

再
質
問
す
る
。

　
　
　
（
総
務
部
長
）
引
き
続
き

関
係
機
関
等
と
連
携
し
実
施
し
て

　
　
　

本
村
の
汚
水
処
理
人
口

普
及
率
は
令
和
４
年
度
末
で

９
２
・
５
％
と
茨
城
県
内
で
上
位

を
占
め
て
い
る
。
下
水
道
未
整
備

地
区
の
計
画
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
（
経
済
建
設
部
長
）
布
佐

地
区
の
一
部
、
大
谷
地
区
は
工
事

を
開
始
。
余
郷
、
宮
地
地
区
は
事

業
採
択
や
工
事
の
進
捗
に
よ
る
が
、

令
和
８
年
度
以
降
に
順
次
工
事
を

開
始
し
て
い
く
。
４
地
区
と
も
公

共
下
水
道
で
整
備
予
定
で
あ
る
。

　
　
　

昨
年
６
月
２
日
～
３
日
の

集
中
豪
雨
に
よ
り
、
高
橋
川
が
氾

濫
し
、
本
村
・
稲
敷
市
と
も
に
家

屋
、
水
田
に
大
き
な
被
害
が
確
認

松
ま つ む ら

村　広
ひ ろ し

志
議 員

下
水
道
未
整
備
地
区
に
つ
い
て

下
水
道
未
整
備
地
区
に
つ
い
て

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

諸
も ろ お か

岡　正
ま さ あ き

明
議 員

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

交
流
人
口
の
増
加
に
つ
い
て

交
流
人
口
の
増
加
に
つ
い
て

高
橋
川
の
治
水
対
策
に
つ
い
て

高
橋
川
の
治
水
対
策
に
つ
い
て

答
弁
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ま
た
、
見
晴
台
、
花
見
塚
、
牛
込
、

み
ど
り
台
地
区
は
、
区
長
を
中
心

に
早
く
か
ら
結
成
し
活
動
し
て
い

る
。
尚
、
村
内
行
政
地
区
人
口
か

ら
美
駒
地
区
を
除
き
、
概
ね
30
％

超
の
組
織
率
と
認
識
す
る
。

　
　
　

か
つ
て
議
会
視
察
に
て
、

先
進
地
の
松
山
市
の
例
で
あ
る
が

自
主
防
災
組
織
加
入
率
１
０
０
％

そ
の
10
年
前
は
加
入
率
40
％
程
で

あ
っ
た
ら
し
い
。
人
口
密
集
地
で

あ
ろ
う
が
な
か
ろ
う
が
、
自
主
防

災
の
意
識
を
高
め
る
事
の
重
要
性

に
違
い
は
な
い
。
更
な
る
努
力
を

期
待
し
ま
す
。

他
に
、
②
村
と
し
て
公
の
立
場
か

ら
啓
発
活
動
は
、
具
体
的
活
動
例

③
村
内
の
防
災
士
の
登
録
者
数
、

④
地
域
、
地
区
の
防
災
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
活
動
仕
組
み
づ
く
り
、

⑤
機
能
別
消
防
団
に
つ
い
て
過
去

の
答
弁
へ
の
進
捗
確
認
な
ど
。

て
早
め
の
判
断
を
し
て
参
り
た
い
。

　
　
　

口
腔
内
疾
病
予
防
が
全
身

の
健
康
を
維
持
促
進
さ
せ
る
こ
と

に
直
結
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

①
予
防
対
策
と
し
て
、
乳
幼
児
・

小
学
校
で
の
取
り
組
み
は
。

②
フ
ッ
化
物
洗
口
等
の
取
り
組
み

は
。

　
　
　（
保
健
福
祉
部
長
）

①
１
歳
６
か
月
児
検
診
時
に
歯
磨

き
指
導
、
２
歳
児
及
び
３
歳
児
歯

科
健
診
時
に
歯
磨
き
指
導
及
び

フ
ッ
化
物
塗
布
。
小
中
学
校
は
給

食
後
の
歯
磨
き
に
加
え
、
毎
年
、

虫
歯
予
防
や
正
し
い
歯
の
磨
き
方

の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

②
令
和
４
年
11
月
か
ら
幼
稚
園
と

保
育
所
の
４
・
５
歳
児
で
実
施
。

小
中
学
校
で
は
教
職
員
の
負
担
が

多
く
未
実
施
。

そ
の
他
、
低
出
生
体
重
児
等
の
就

学
猶
予
又
は
免
除
に
つ
い
て
質
問
。

　
　
　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お

け
る
共
助
に
よ
る
防
災
活
動
の
推

進
の
観
点
か
ら
、
地
区
が
行
う
自

発
的
な
防
災
活
動
は
重
要
で
あ
る

事
を
踏
ま
え
て
、
先
ず
は
村
内
全

自
治
区
の
自
主
防
災
組
織
の
現
状

を
こ
こ
３
～
４
年
の
間
の
発
足
等

と
過
去
に
遡
っ
て
の
其
れ
を
示
し

て
下
さ
い
。

　
　
　（
経
済
建
設
部
長
）
10
組

織
地
区
数
で
は
21
地
区
、
令
和
３

年
布
佐
地
区
（
布
佐
東
・
西
、
台

で
構
成
）、
安
中
東
部
地
区
（
大

山
・
東
部
、
馬
掛
で
構
成
）、
木

原
地
区
（
浜
、登
宿
、上
宿
、後
宿
、

田
中
、
山
戸
丁
で
構
成
）、
大
谷

地
区
（
石
灘
、
根
古
屋
で
構
成
）、

舟
子
地
区（
上
・
下
舟
子
で
構
成
）。

　
　
　

60
歳
以
上
の
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル

ス
感
染
者
は
年
間
70
万
人
と
推
定

さ
れ
て
お
り
、
入
院
期
間
が
長
期

間
で
寝
た
き
り
に
な
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
。

①
疾
患
周
知
・
注
意
喚
起
は
。

②
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

費
用
の
一
部
負
担
は
。

　
　
　（
保
健
福
祉
部
長
）

①
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
、
ポ
ス

タ
ー
掲
示
、
広
報
・
Ｈ
Ｐ
等
で
周

知
を
図
る
検
討
を
す
る
。

②
国
の
動
向
を
見
な
が
ら
、
近
隣

自
治
体
と
情
報
共
有
し
、
副
反
応

等
の
発
生
や
費
用
の
助
成
に
つ
い

て
注
視
し
て
い
く
。

　
　
　（
村
長
）
国
と
し
て
費
用

助
成
の
方
向
性
が
で
れ
ば
村
と
し

答
弁

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

本
村
、
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

本
村
、
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

塚
つ か も と

本　光
こ う じ

司
議 員

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

フ
ッ
化
物
洗
口
推
進
事
業
に
つ
い
て

フ
ッ
化
物
洗
口
推
進
事
業
に
つ
い
て

林
はやし

　昌
し ょ う こ

子
議 員
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